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協議会内で個別テーマに取り組んでいる活動グループの最近の動きを紹介します。 

 

        今年度から活動を開始した「伊深ごはん研究会（渡辺えみ子代表）」の第 4 回調理活動

を取材しました。ワイワイ楽しくおしゃべりしながら郷土の料理を味わう楽しいイベントでしたよ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2.2（金） 伊深小で「スペシャルあいさつマンデー」  ～ ふれあいタイムも楽しむ ～ 

伊深小学校で今年度のあいさつマンデーのしめくくりとして、

「スペシャルあいさつマンデー」が行われました。なかよしグル

ープであいさつ看板が設置されたポイントを回り、地域の人たち

と大きな声であいさつを交わしたあとクイズに挑戦しました。そ

の後、体育館ではふれあいタイムで全員が交流し楽しい時間を過

ごしました。 

 
        

伊深 
まちづくり協議会 だより 

 

伊深ごはん研究会グループ / 2.21（水）、第 4 回調理活動のようす 

 同グループは、伊深に伝わる身近で素朴な料理を伝承しよう

と今年度から活動を開始しました。今回は『春の節句料理』と

して、「ちらしずし、切干大根の煮物、ねぎのぬた」を作った

ほか、メンバーが自慢のメニューを持ち寄り、テキパキとテー

ブルに並べていきました。途中、調理の手順や調味料の配合な

ど参考になりそうなノウハウをメモする姿も見られました。今

後は新たにスタートする交流カフェとの連携も視野に入れなが

ら活動を盛り上げていきたいとしています。あなたもお気軽に

参加してみませんか？ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

各活動 
グループ 
の動き 

  
左からねぎのぬた、切干大根の 

煮物、ちらし寿司、吸い物 

 

 
テーブルを囲んでさっそく試食。

今回は交流カフェの運営者に決

まった方も参加されました。 
  

テーブルいっぱいに並べられた献立の

数々。見るだけで食欲をそそられます。 
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◆ 参加者募集!! ◆ 

 
伊深 
100 人 
おしゃべり 
カフェ 

 
 

 

●と き：  平成 30 年 3/25（日） 午後 1:30～4:00 ごろ 

●ところ： 伊深小学校体育館 

旧伊深村役場の改修がすすみ、「交流カフェ」が今春オー

プンするほか、待望の「交流センター」整備の方向も見え

始めるなど、今、伊深のまちがアツくなってきました。 

そこで、地区の未来や交流センターへの想いなどを楽しく

語ろうと、『伊深 100人おしゃべりカフェ』が開かれます。

お気軽にご参加ください。 

●主 催： 伊深まち協・美濃加茂市生涯学習課 

●募集人員： 100名 

●募集期間： 平成 30年 2月 27日（火）～ 

●申込方法： 電話、FAX、またはメールで 

伊深連絡所まで 

📞29-1395 FAX29-0001 

mail ibuka-ren@city.minokamo.lg.jp 

●その他： 参加無料、飲物お菓子付き、託児あり 

 

■ 協議会の動き 

2 月定例会（2.21 水 開催）のあらまし／ 町外研修会のようす 

 ●協議：  

１．3.20「まちかつ発表会」について 市内 5

つのまち協がそれぞれの活動を発表。市生涯

学習センターにて 

２．3.25「伊深 100人おしゃべりカフェ」につ

いて」 伊深小体育館にて、交流センターへ

の想いや地区の未来について自由におしゃべ

りしてもらう。このイベントのもち方につい

て協議。 

●報告：  

凧つくり&凧あげ 1.27（土）、実施状況について

－より広範な参加が課題。 

伊深ごはん研究会 2.21（水）、第 4回調理活動

について「春の節句料理」で実施。 

 

●町外研修会：  

2.18（日）、恵那市飯地地区・中野方地区（坂折

棚田保存会）の活動を、まち協委員・一般参加

者16名＋こども4人で視察研修してきました。 

飯地では過疎化が急速に進むなか、空き家を活

用した定住促進などの活動を、また中野方では 

棚田百選に選ばれ

た『坂折棚田』保存

会の活動を研修

し、伊深の今後の

活動に生かそうと

情報を収集、交換

してきました。 

 

 

 

 

 

 

いよいよ伊深がアツくなってきたぞ～ 
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